
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

2025 年８月 

つづきＭＹプラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ） 
〒224-0003 横浜市都筑区中川中央１-２５-１ノースポート・モール５階 

TEL：045-914-7171  FAX：045-914-7172  
E-mail：my-plaza＠tsuzuki-koryu.org   URL： https://tsuzuki-myplaza.net 

 

第 20７号  

７月の入館者数:2,048 人 （2007 年 12 月 10 日～20２5 年７月 31 日までの累積総入館者数: 423,675 人) 

人） 

７月 30 日に、10 月 5 日の DE&I フェスティバルに向けて、関係者

が集まりました。DE&I の目的を再確認し、あらためて共感しあう大切さ

を共有しました。フェスティバルではノースポート・モールの地下 1 階

から 5階まで、さまざまなブースがあり、楽しい空間を提供します。当

日は主催者である TIF をはじめ、ノースポート・モール、学校や団体な

ど多くの方々が協力します。ぜひ、お楽しみください！ 

災害
さいがい み まも まな ぼうさい

講座
こ う ざ

 

 
外国人人口が増えるなか、災害にどう備えるのか、さまざまな観点から知っておくことが大切です。今回、

都筑区の担当職員を迎え、どのような心構えが必要か、どんな準備をしておけば良いのかについて、みんなで

学ぶ機会をつくります。ワークショップを通し、日本人も外国人も共に学び合い、共に支え合うまちを目指し

ます。当日は、中国語、英語の通訳が同席します。ぜひ、ご参加ください。 

9/14（日）13：30－15：30 

参
さん

加
か

費
ひ

 ￥ 0 

場所
ば し ょ

  つづき MY プラザ 

 

①日本の自然災害を知ろう 

②災害が起きる前に準備しよう 

③災害の情報を確認しよう 

④安全に避難しよう 
外国人
がいこくじん

も日本人
にほんじん

も誰
だれ

でも参加
さ ん か

できます。 

※TIF とは、子育て支援センターポポラ、NPO 法人 Sharing 

Caring Culture とともに立ち上げた団体、 Tsuzuki 

International Friendship の略称です。 

DE＆Iとは・・・ 

年齢、性別、国籍、障がいの有無、文化、言語、考え方 

ちがうからこそ、学びあえる。 

ちがいを認め合い、支え合うことで、誰にとっても 

すごしやすい地域をつくる。 

それが、DE＆Iの考え方です。 

今年のテーマは“あなたらしく Yourself, just be. Be you!!”
 

申
もう

し込
こ

みはつづきMYプラザまで 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TICAD９関連事業として、過去 11 年分の児童画を、都筑区内の地区センターやコミュニティハウスなどで展

示しました。来場者からは、「動物の絵は、躍動感を感じる」「初期の絵は色が少なかったけど、色が豊富になっ

てきている」「絵の変遷をたどると、描いている内容が違っていて面白かった」「文化の違いを感じる」「知らなか

ったボツワナを身近に感じた」など、さまざまな感想をいただき、延べ 6,500 人以上の方々が楽しんでください

ました。8月には、追加展示として子育て支援センターポポラに展示いたします。 

QRコード画像

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 つづき MY プラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ）                  
開館時間 平 日：午前１０時～午後８時   

        土日祝：午前１０時～午後 6 時 
休 館 日 第３月曜日(祝日の場合火曜日)、年末年始 
アクセス 市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン 

「センター北」駅下車 徒歩３分 
ノースポート・モール５階 

 

７月４日、都筑区基幹相談支援センターくさぶえから齊藤陽介相談

員をお迎えし、「発達が凸凹な子どもへのかかわり方」をテーマにお話

を伺いました。「はぁと de ボランティア」始動にあたり、様々な個性

を持つ子どもたちのことを知り、私たちの物事のとらえ方を見つめ直

し、どのようなアプローチが子どもたちのやってみようにつながるの

かを学ぶ良い機会となりました。当日は受入れ先から３２名が参加し、

ボランティア活動をとおして、大人も子どもも共に学び、初めて地域活

動を体験する子どもたちを応援するための準備を進めました。 

参加者アンケートより 

◇ 絵を描いたり、スケジュールを書き取ったりすることで、

人それぞれ感じ方、考え方が違うことを体験できたと同時

に、自分のこだわりが見えました。 

◇ 凸凹な子どもたちへのかかわりだけでなく、外国につなが

る子どもたちや、子育て、日常生活の中でも生かすことの

できる内容でとても勉強になりました。 

庭に、植えた覚えのないひまわりが咲きまし

た。野鳥が種を運んでくれたようです。じりじ

りと照り付ける太陽に向かって大輪を咲かせ

るひまわりから元気を貰えます。幸せのお裾分

けが嬉しいです。 (M.A.&N.M.&F.E.) 

東山田中学校 
コミュニティハウス 都田地区センター・ 

   都田地域ケアプラザ 
 

NHK の取材がありました 

ボッシュ ホール 
都筑区民文化センター 

ギャラリー 

発達障害理解啓発セミナーで学びました。 
 

北山田小学校 
コミュニティハウス 

http://qr.popdom.jp/bdb6e287715d7e058717e6dcb5430824m21047.png

